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ＳＳＨを軸とした授業改革

教科の枠を超えて、
科学的な素地を持った
生徒を育てる

◎「誠」と「鏡」からなる和歌を校訓
に掲げる。１９９１年に理数科を設置。
２０１１年にはスーパーサイエンスハイス
クール（ＳＳＨ）に指定。創立１００周
年を控え、「古くて新しい学校」とし
て進化を続ける。

国公立大は、横浜国立大、神戸大、広
島大、九州大、九州工業大、福岡教育大、
長崎大、熊本大、鹿児島大、北九州市
立大などに１９５人が合格。私立大は、
中央大、東京理科大、同志社大、立命
館大、関西大、関西学院大、産業医
科大、西南学院大、福岡大などに延べ
２１３人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現役のみ）

1919（大正８）年

全日制／普通科・理数科／共学

１学年約３２０人

住所
　

電話

Web Site

〒805-0034
福岡県北九州市八幡東区清田３丁目1-1

093-651-0035

220
指導変革の

成果実践背景

◎エリアの人口減に歯
止めがかからない中
で、学区の特性など
から、学校の魅力の
高め方と存在意義を
校内で議論する必然
性が高まった

変革のステップ

◎２０１１年度より指
定を受けていたＳＳＨ
の成果を土台に、時
代が求める科学的素
養を持った人材育成
を授業改革の軸にす
る

◎文理の枠を超えた
複数教科のコラボレ
ーション授業が始まる
など、知の統合化を
進める機運が校内に
広まっている

http://yahata.fku.ed.jp/

福岡県立

八幡高校
や は た

　
北
九
州
地
区
の
伝
統
校
の
１
つ
と
し
て
、
地
域
の
評

価
と
信
頼
を
得
て
き
た
福
岡
県
立
八や

幡は
た

高
校
。
学
区
の

端
に
位
置
す
る
と
い
う
立
地
上
の
不
利
に
加
え
、
学
区

の
人
口
減
な
ど
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
、
学
校
の
あ
り
方
が
校
内
で
議
論
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
内
村
尚ひ

さ

俊と
し

教
頭
は
、
創
立
１
０
０
周

年
を
間
近
に
控
え
た
八
幡
高
校
で
の
、「
伝
統
の
継
承

と
さ
ら
な
る
飛
躍
」
に
向
け
た
機
運
を
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「
こ
れ
ま
で
本
校
は
、
確
か
な
進
学
実
績
で
生
徒

や
保
護
者
の
期
待
に
応
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

５
年
間
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
取
り
組
み
を
土
台
に
、
科
学

的
な
思
考
力
・
創
造
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
全

教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い

う
目
線
合
わ
せ
が
な
さ
れ
ま
し
た
」

　「
科
学
智
の
統
合
」
を
掲
げ
、
産
学
連
携
や
高
大
連

携
を
組
み
込
み
な
が
ら
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
科
学

的
素
地
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ

は
、
課
題
研
究
を
柱
に
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た

（
図
１
）。
国
内
外
で
活
躍
す
る
研
究
者
の
講
演
は
、
理

数
科
の
み
な
ら
ず
普
通
科
の
生
徒
も
意
欲
的
に
参
加
し

た
。
２
０
１
５
年
度
に
研
究
指
定
5
年
目
を
迎
え
た
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
を
基
軸
と
し
、
変
化
す
る
社
会
を
生

き
抜
く
た
く
ま
し
い
力
を
養
う
た
め
に
、
全
教
科
・
科

目
で
科
学
的
素
養
を
養
う

│「
古
く
て
新
し
い
学
校
」

伝
統
を
土
台
に
し
た

新
し
い
学
校
づ
く
り
が
必
要
に
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ＳＳＨを軸とした授業改革

教科の枠を超えて、
科学的な素地を持った
生徒を育てる

◎「誠」と「鏡」からなる和歌を校訓
に掲げる。１９９１年に理数科を設置。
２０１１年にはスーパーサイエンスハイス
クール（ＳＳＨ）に指定。創立１００周
年を控え、「古くて新しい学校」とし
て進化を続ける。

国公立大は、横浜国立大、神戸大、広
島大、九州大、九州工業大、福岡教育大、
長崎大、熊本大、鹿児島大、北九州市
立大などに１９５人が合格。私立大は、
中央大、東京理科大、同志社大、立命
館大、関西大、関西学院大、産業医
科大、西南学院大、福岡大などに延べ
２１３人が合格。
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指導変革の

成果実践背景

◎エリアの人口減に歯
止めがかからない中
で、学区の特性など
から、学校の魅力の
高め方と存在意義を
校内で議論する必然
性が高まった

変革のステップ

◎２０１１年度より指
定を受けていたＳＳＨ
の成果を土台に、時
代が求める科学的素
養を持った人材育成
を授業改革の軸にす
る

◎文理の枠を超えた
複数教科のコラボレ
ーション授業が始まる
など、知の統合化を
進める機運が校内に
広まっている

http://yahata.fku.ed.jp/

福岡県立

八幡高校
や は た

を
標
榜
す
る
八
幡
高
校
に
新
た
な
テ
ー
マ
が
生
ま
れ
た

の
だ
。

　
科
学
的
な
素
養
を
、
教
科
の
枠
を
超
え
た
全
校
体
制

で
育
む
。
そ
の
思
い
は
、
八
幡
高
校
の
教
師
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
「
古
く
て
新
し
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
指
定
初
年
度
の
段
階
で
、
課
題
研
究
に
取
り
組
む

生
徒
の
様
子
を
見
た
隼は

や

田た

和
明
先
生
は
、「
数
学
、
理

科
だ
け
で
は
な
く
、全
教
科
で
課
題
研
究
を
行
い
た
い
」

と
校
内
で
提
案
し
て
い
た
の

だ
。　「

生
徒
の
探
究
の
様
子

を
見
る
と
、
非
常
に
多
角

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
っ
た

の
で
、
よ
り
深
化
さ
せ
る

た
め
に
は
、
数
学
、
理
科

に
限
ら
ず
、
多
様
な
教
科
・

科
目
の
授
業
と
連
携
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
」（
隼
田
先
生
）

　
し
か
し
、
一
足
飛
び
に
理

想
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
ま
ず
は
、
理
数
教
科
で

地
盤
を
固
め
、
他
教
科
と
の

連
携
は
、
今
後
の
課
題
と
し

て
持
ち
越
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
教
師
が
研
究
テ
ー
マ

を
絞
り
込
ん
で
生
徒
に
示
す
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
生
徒
が

自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
ス
タ
イ
ル
に
変
え
る
な

ど
、
同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
進
化
し
て
い
っ
た
。

　「
学
校
行
事
で
主
体
的
に
活
動
で
き
る
本
校
の
生

徒
で
あ
れ
ば
き
っ
と
自
分
で
考
え
ら
れ
る
と
思
い
、

課
題
設
定
の
段
階
か
ら
生
徒
に
任
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
生
徒
の
力
だ
け
で
課
題
を
決
め
る
た
め
に
は

数
か
月
単
位
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
し
、
や
っ
と
テ

ー
マ
が
決
ま
っ
た
と
思
っ
て
も
見
直
し
が
発
生
す
る

な
ど
、
教
師
の
手
間
が
か
え
っ
て
増
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
自
分
が
納
得
し
た
テ
ー
マ
だ

八幡高校　理数科ＳＳＨの概要図１

1　科学の素養を持ったグローバル人材を育成するカリキュラム
探究科学技術リテラシー、科学技術英語など、生徒自らが積極的に
参加し、自分の意見を発信しながら科学の素地を養う授業を展開

2　最先端の研究を行う研究者などを招いたＳＳＨ講演会
過去には、東京理科大学の学長が、「酸化チタンにおける光触媒反応
について」というテーマで講演

3　課題研究
理数科２年生が数学・物理・化学・生物の分野に分かれ、自分でテー
マを設定し、興味・関心のある研究に取り組む

4　出前講義
4週にわたって、近隣大学を中心に高度な実験を1日2講座ずつ実施

5　筑波学園都市研修
那
な

珂
か

研究所・筑波研究学園都市各研究所・宇宙センターなどを訪問し、
日本の先端科学や技術に触れる

6　オーストラリア研修
研究機関などで講義を受講したり、フィールドワークを行ったりし
た後、生徒が研修の成果を英語でプレゼンテーションする
7　近隣の動物園・博物館と連携した研修
北九州市所管の動物園・博物館で、職員の講義及び動物の生態観察
を体験

8　放射線セミナー
九州大学大学院工学研究院エネルギー量子工学部門の教授らを迎え、
講義と実習を体験

＊学校資料から一部抜粋して編集部で作成

福
岡
県
立
八
幡
高
校

内
田
美
穂
　
う
ち
だ
・
み
ほ

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
英
語
科
主
任
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
班
。「
明
る
く
前
向
き
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

井
手
　

謙
　
い
で
・
ゆ
ず
る

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
推

進
班
総
括
。「
自
分
の
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て
、
全
力

で
努
力
し
続
け
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

三
浦
清
武
　

み
う
ら
・
き
よ
た
け

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
理
数
科
主
任
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
班
。「
授
業
や
Ｈ
Ｒ
活
動
を
通
じ
、『
人
生
は

生
き
る
に
値
す
る
』
こ
と
を
生
徒
と
と
も
に
感
じ
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

前
田
　

毅
　
ま
え
だ
・
た
け
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
進
路
指
導

主
幹
。「
日
々
新
た
な
自
分
を
発
見
し
、
行
動
し
よ
う
と

す
る
主
体
的
な
生
徒
を
育
て
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

上
掛
靖
良
　
か
み
か
け
・
や
す
よ
し

教
職
歴
37
年
。同
校
に
赴
任
し
て
32
年
目
。総
務
広
報
班
。

「
言
語
文
化
の
豊
か
さ
、
人
生
の
面
白
さ
を
伝
え
ら
れ
る

教
師
で
あ
り
た
い
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校

隼
田
和
明
　
は
や
た
・
か
ず
あ
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。
教
務
主
幹
。

「
手
を
動
か
し
、
頭
を
使
う
こ
と
で
、
知
識
を
定
着
さ
せ
、

思
考
力
・
表
現
力
が
向
上
す
る
」

福
岡
県
立
八
幡
高
校
教
頭

内
村
尚
俊
　
う
ち
む
ら
・
ひ
さ
と
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
心
で
考
え

て
行
動
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
」

文
理
の
枠
を
超
え
た

科
学
的
素
地
の
育
成
を
目
指
し
て

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１3年6月号指導変革の軌跡「石川県立金沢錦丘高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

福岡県立　八幡高校福岡県立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

にしき がおか

か
ら
こ
そ
、
生
徒
は
主
体
的
に
探
究
を
進
め
て
い
け

る
と
思
い
、
舵
を
切
り
ま
し
た
」（
隼
田
先
生
）

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
ス
タ
ー
ト
時
に
隼
田
先
生
の
思
い
描
い
た
教

科
連
携
の
理
想
は
、
若
い
世
代
の
教
師
が
受
け
継
ぎ
、

結
実
さ
せ
た
。
八
幡
高
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
歴
史
の
中
で
、

理
数
教
科
と
他
教
科
が
連
携
し
た
取
り
組
み
は
着
実
に

広
が
っ
て
い
っ
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
班
総
括
の
井
手
謙ゆ

ず
る

先

生
は
説
明
す
る
。

　「
保
健
体
育
や
英
語
が
理
数
教
科
と
連
携
し
て
授

業
を
行
う
な
ど
、
各
教
科
の
先
生
が
、
自
分
の
授
業

の
中
で
ほ
か
の
教
科
の
先
生
と
協
働
し
な
が
ら
探
究

に
つ
な
が
る
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
変
化
の
裏
側
に
あ
る
の
は
、
職
員
室
な
ど
に
お
け
る

教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
例
え
ば
、
英
語

で
、
発
酵
食
品
を
テ
ー
マ
に
し
た
単
元
を
扱
っ
た
際
、

理
科
教
師
と
英
語
科
教
師
の
職
員
室
で
の
雑
談
が
契
機

と
な
り
、
生
物
の
実
験
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
英
語
で
行
っ
た
。
授
業
に
参
加
し
た
英
語
科
の

内
田
美
穂
先
生
は
、
他
教
科
の
教
師
と
の
連
携
が
自
分

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
と
振
り
返
る
。

　「
教
科
が
違
う
と
授
業
の
進
め
方
も
異
な
る
の
で
、

自
分
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
検
証
す
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
の
教
科
書
で
は
取
り
上
げ

な
い
よ
う
な
科
学
的
な
テ
ー
マ
を
英
語
で
ど
の
よ
う

に
説
明
す
る
か
も
分
か
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
幸
福
度
を
テ
ー
マ
に
し
た
単
元
な
ど
で
公
民

科
や
保
健
体
育
科
、
家
庭
科
の
先
生
と
連
携
し
て
授

業
を
す
れ
ば
、
よ
り

生
徒
の
理
解
が
深
ま

る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
」

　
国
語
、
地
理
歴
史
、

理
科
の
３
つ
の
教
科
の

知
識
が
統
合
化
さ
れ
る

よ
う
な
授
業
も
既
に
実

現
し
て
い
る
。
15
年
末
、

パ
リ
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
（
気

候
変
動
枠
組
条
約
第
21

回
締
約
国
会
議
）
が
開

催
さ
れ
た
際
、
理
数
科

で
は
パ
リ
協
定
を
題
材

に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
、
地
理
歴
史
科

と
理
科
が
連
携
し
て
行

っ
た
。
そ
の
時
の
様
子

を
生
物
担
当
の
三
浦
清き

よ

武た
け

先
生
が
こ
う
説
明
す

る
。　「

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
教
科
の
先
生
が

教
室
に
来
ら
れ
た
の

で
す
が
、
そ
の
中
に
国
語
科
の
上か
み

掛か
け

靖
良
先
生
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
上
掛
先
生
に
気
が
つ
い
た
生
徒
た

ち
が
、
授
業
を
進
め
る
私
た
ち
に
、『
そ
う
い
え
ば
、

2016年度から展開する八幡高校の「科学智の統合」（予定）図２

※「科学智の統合」（Unity of Knowledge）教科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊学校資料を基に編集部で作成

「科学智の統合」（Unity of Knowledge）
卓越した科学的思考力・創造力を有する生徒育成のためのカリキュラム開発

個人研究
課題研究の手法を用い、社会の諸課題について考察する力、積極的に取り組む姿勢の育成

UK 教科※
クラス内
少人数
グループでの
主体的・
協働的な
学習活動

課題研究
全生徒が７領域各分野
に分かれ、テーマ設定
→仮説検証実験→考
察→新たな仮説……を
繰り返し、報告（プレ
ゼンテーション、ポス
ター発表）を行う

７領域
全てで実施
調査→講義→実
験→報告→調査
……のサイクル
を回す

科学部
希望生徒

◎
高
度
な
研
究

　（産
学
連
携
・
高
大
連
携
）

◎
学
会
発
表
・
コ
ン
テ
ス
ト
参
加

◎
地
域
還
元
の
科
学
体
験
教
室

◎
海
外
科
学
技
術
研
修

科学論文作成　各種コンテストへの参加

智の統合・３年生　７領域の融合・科学技術リテラシーの獲得

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
　

課
題
発
見
・
解
決
能
力
、
創
造
力
　

国
際
的
に
活
躍
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
　

探
究
科
学
技
術

リ
テ
ラ
シ
ー
（
２
年
生
）

主
体
的
・
協
働
的
な
探
究
活
動

探
究
科
学
技
術

リ
テ
ラ
シ
ー
（
１
年
生
）

探
究
活
動
の
手
法
の
学
習

日本学術会議が提言した「科学技術の智」獲得のための、７領域を基盤とした科学技術系人材の育成

数学

数理科学

物理・化学

物質科学

生物・
保健体育

生命科学

国語・英語・
情報・地理歴史
・公民

人間・
社会科学

物理・地学・
化学

宇宙・地球・
環境科学

情報・国語

情報学

家庭・芸術

技術

複
数
教
科
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

知
の
統
合
化
を
促
進
す
る
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年６月号指導変革の軌跡「石川県立金沢錦丘高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

福岡県立　八幡高校指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

にしき がおか

国
語
の
評
論
の
授
業
で
学
ん
だ
環
境
倫
理
学
の
考
え

方
が
、
こ
こ
で
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
』
と
、
現

代
文
で
学
ん
だ
視
点
を
紹
介
し
始
め
た
の
で
す
」

　
上
掛
先
生
に
と
っ
て
も
、
地
理
歴
史
科
と
理
科
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
授
業
内
で
、
自
分
の
授
業
が
話
題
に

な
る
こ
と
は
予
想
外
だ
っ
た
と
い
う
。

　「
環
境
倫
理
学
の
中
の
世
代
間
倫
理
と
い
う
考
え

方
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
を
議
論
す
る
上
で
重
要
な
視
点
だ

と
生
徒
た
ち
は
気
が
つ
い
た
よ
う
で
し
た
。
生
徒
が

国
家
間
の
経
済
的
な
利
害
調
整
と
い
う
言
わ
ば
２
次

元
的
な
世
界
に
、
時
間
軸
と
い
う
３
次
元
の
視
点
を

持
ち
込
ん
で
、
現
代
社
会
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
瞬
間
に
立
ち
会
え
ま
し
た
」（
上
掛
先
生
）

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
実
践
と
手
応
え
を
土
台
に
、
16
年
度
か
ら

同
校
が
創
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
全
教
科
で

科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
を
獲
得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　「
本
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
日
本
学
術
会
議
が
ま
と
め
た

『
科
学
技
術
の
智
』
を
土
台
に
、
科
学
技
術
の
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
７
つ
の
領
域
を
設
定

し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
こ
れ
ま
で
は
、
生
命
科
学

は
生
物
、
物
質
科
学
は
物
理
と
化
学
と
、
理
系
教
科

が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。16
年
度
か
ら
は
、

全
教
科
で
科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
の
育
成
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
、
今
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
班
を
中
心
に
議
論

を
続
け
て
い
ま
す
」（
井
手
先
生
）

　
内
村
教
頭
も
5
年
間
で
の
環
境
変
化
を
語
る
。

　「
本
校
が
目
指
す
教
育
に
、
時
代
が
追
い
つ
い
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
各
大
学
の
入
試
が
、
生
徒

の
探
究
活
動
を
評
価
す
る
も
の
へ
と
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
今
、
全
教
科
体
制
で
の
課
題
研
究
は
、
生
徒

や
保
護
者
の
期
待
に
応
え
る
取
り
組
み
で
す
」

　
環
境
変
化
に
対
応
す
る
校
内
整
備
も
進
ん
で
い
る
。

進
路
指
導
主
幹
の
前
田
毅た

け
し

先
生
は
、
生
徒
が
主
体
的
に

学
ぶ
授
業
づ
く
り
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

　「
本
校
は
15
年
度
中
に
全
教
室
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど

ん
な
場
面
で
使
え
ば
効
果
的
か
、
校
内
研
修
を
通
し

て
全
教
員
が
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
段
階
で

す
。
教
師
同
士
で
成
功
や
失
敗
の
経
験
を
語
り
合
う

場
を
つ
く
り
、
そ
こ
か
ら
本
校
に
合
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　「
本
校
の
改
革
の
全
て
は
、
生
徒
に
学
び
の
喜
び
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
」
と
上
掛
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
い
つ
の
時
代
も
生
徒
は
自
分
の
頭
で
考
え
、
自

分
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
楽
し
い
の
で
す
。『
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
』
で
目
指
す
授
業
は
古
く

て
新
し
い
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
既
に
、
八
幡
高
校
で
は
全
教
科
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

る
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
と
成
果
を
土
台
に
し
た
全
校

体
制
で
の
教
育
の
活
性
化
は
、
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

若手教師が語る、指導変革への　　　　

「学ぶ喜び」を追求する
ベテランの背中を追いかける

理数科主任・SSH推進班　三浦清武

　八幡高校の強みは、ベテランの先生方の「生徒に自
ら学ぶ喜びを味わわせたい」という思いがどんな時も
ぶれないことだと私は思います。本校に赴任してきた
先生がすぐに気がつくのが、職員室でいつも笑顔で生
徒の話をしているのがベテランの先生方だということ
です。若手や中堅に対しても決してネガティブな言葉
をぶつけることがありませんから、新しい授業手法な
ども安心してチャレンジすることができます。今、大
学入試や教科指導のあり方が大きく変わろうとしてい
ますが、そんな中にあっても、自分はとても楽しんで
日々仕事をしていると実感しています。きっと教師間
に世代や教科を超えた温かなつながりがあるから、不
安を感じないのだと思います。
　私は、教師になって6年が過ぎた時、「科学の最先
端を学びたい」と東京大学大学院医学系研究科で2年
間、勉強する機会を得ました。その時、日本を代表す
る発生生物学者の先生に「高校現場に戻ったら、いろ
いろな科学論文を高校生に紹介したい」と思いを話し
たところ、「論文を読むことも大事だけれど、科学っ
てすごい！　楽しい！　と思える体験をたくさんさせて
あげてください」と言われ、ハッとしたことがありま
す。あの瞬間の気づきは今も私の授業の土台になって
いますし、「学ぶことを楽しみ、肯定感を持ち続ける
生徒を育てたい」というベテランの先生方の思いと、
軌を一にするものだと思います。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

急
ピ
ッ
チ
に
進
む
授
業
改
革
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